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気候温暖化が急速に起こりつつあるとされる北半球高緯度地域では、亜寒帯林の成長減少と構造の急変が危惧さ
れている。気温上昇とともに乾燥化が進んでいる地域で森林現存量の成長が減少傾向にあることが、約 80 年間の
毎木調査データを用いてカナダ南部地域で近年示され(Ma et al. 2012)、その危惧が現実になりつつあることが明ら
かにされた。しかし、人口密度の低い高緯度地域で長期的な森林測定データの蓄積があることはまれであり、広
範囲の周極域亜寒帯林がどのように反応しつつあるかを知ることは容易でない。本研究では、過去の毎木調査デ
ータに頼らずに任意の森林群落の過去の地上部現存量、林分密度、現存量増加速度(成長量)などを推定することの
できる林分構造復元法(Osawa, et al. 2000; 2005)を用いることにより、過去のデータが存在しないマツ、トウヒ、ポ
プラなどが優占する森林の過去数十年から百数十年にわたる林分構造とその変化の推定をおこなった。 
今回の報告に含まれる解析対象はカナダ北西準州 Fort Smith(60oN,112oW)近郊にあるバンクスマツ (Pinus 
banksiana)林 4 林分、マリアナトウヒ(Picea mariana)林 3 林分、ポプラ(Populus tremuloides)林 2 林分、および中央シ
ベリアのトゥラ(64oN, 100oE)郊外のグメリンカラマツ(Larix gmelinii)林 1 林分の合計 10 林分である。中期間(10 年
程度のスケール)および短期間(1 年スケール)の森林成長変動が気候変動とどのように対応しているか、年平均気温
を用いた相関分析とともに、月ごとのデータを用いた多変量回帰分析による応答関数解析をおこなった。中期間
の成長変動(中期的現存量偏差)は、林分復元法によって 5 年または 10 年ごとに推定した地上部現存量と、この現
存量推定値に Hozumi の u-w 解析を適用してあてはめた長期的な林分現存量の成長曲線とのある年における差(現
存量偏差)を計算し、この中期的現存量偏差と年平均気温との相関を解析した。年々の成長変動は、林分復元法か
ら得られた毎年の地上部現存量から計算した年間現存量成長量と、これに 10 年程度の傾向を表すスプライン 10
曲線をあてはめて得られた傾向曲線との現存量成長量の差として定義し、この短期的現存量成長偏差と月ごとの
気温または降水量データとの関係を多変量回帰分析により解析した。 
 中期的現存量偏差と年平均気温との関係は樹種または地域によって異なった。この現存量偏差はバンクスマツ
で有意な(p < 0.05)正の相関、マリアナトウヒで有意な負の相関が観察された。一方、シベリアのグメリンカラマツ
では無相関(p > 0.05)だった。ポプラでは安定した傾向は認められなかった。つまり、中期的な現存量成長は気温が
高いとバンクスマツでは促進され、マリアナトウヒでは減少し、カラマツとポプラでは気温と特別な関係を示さ
なかった。短期的現存量成長偏差は、バンクスマツもマリアナトウヒも共に前年夏(6、7、または 8 月)の降水量お
よび当年 6 月の降水量と有意な(p < 0.05)正の相関を示した。これに対し、当年 2 月の気温とは負の相関を示した。
つまり、成長期の夏に降水量が多いと現存量成長が促進され、厳冬期(2 月)の気温がマイルドだと成長阻害が起こ
る。前者は理解しやすい。一方、後者の理由はすぐには理解が難しい。 
気候の温暖化が中期的現象だと考えると、気温上昇が現存量成長に及ぼす影響は樹種ごとに異なることを今回
の解析は示唆している。温暖化の進行に伴いカナダ北西部ではマリアナトウヒの現存量成長が低下する可能性が
ある。周極域亜寒帯林の他の地域(フィンランド、エストニア、中央シベリア、アラスカ、カナダ北西部の他地域)
を含めて、得られた樹木サンプルを用いた林分構造復元作業が現在進行中であり、これら約 50 林分の成長解析に
基づく総合的な分析結果が待たれる。 
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